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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公開番号】特開2019-166089(P2019-166089A)
【公開日】令和1年10月3日(2019.10.3)
【年通号数】公開・登録公報2019-040
【出願番号】特願2018-56302(P2018-56302)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３０４Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月23日(2021.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被収容物を収容し所定の枠部材に対して相対変位可能に構成される収容体を備えた遊技
機において、
　前記被収容物に配設され操作可能に構成される操作手段と、
　その操作手段の操作に関する情報を遊技機前面側へ向けて報知可能とされ遊技機前面側
に配設される報知手段と、
　第１の電気的接続線により前記被収容物に接続され前記報知手段を制御する制御手段と
、
　第２の電気的接続線により前記被収容物に接続される電源手段と、を備え、
　前記被収容物には、前記第１の電気的接続線と、前記第２の電気的接続線と、１又は複
数の他の電気的接続線とが接続され、
　前記電気的接続線の内の少なくとも前記第１の電気的接続線および前記第２の電気的接
続線が前記被収容物に接続され、少なくとも１の前記他の電気的接続線が非接続とされた
状態において、前記操作手段の操作に関する情報が報知可能に構成され、
　前記収容体は、前記遊技機の前面視において前記所定の枠部材に前記操作手段が重なら
ない位置まで前記所定の枠部材に対して相対変位可能とされ、
　前記報知手段は、少なくとも２種以上の態様で報知可能に構成され、前記第１の電気的
接続線、前記第２の電気的接続線、及び、前記他の電気的接続線が前記被収容物に接続さ
れる状態において、遊技に関する情報が報知可能に構成されることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　被収容物を収容する収容体を備えた遊技機が知られている（特許文献１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－２０５０２９号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、被収容物に配設された操作手段の操作につ
いて改良の余地があった。本発明は、上記例示した問題点を解決するためになされたもの
であり、操作手段を好適に操作できる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、被収容物を収容し所定の枠部材に
対して相対変位可能に構成される収容体を備えたものであり、前記被収容物に配設され操
作可能に構成される操作手段と、その操作手段の操作に関する情報を遊技機前面側へ向け
て報知可能とされ遊技機前面側に配設される報知手段と、第１の電気的接続線により前記
被収容物に接続され前記報知手段を制御する制御手段と、第２の電気的接続線により前記
被収容物に接続される電源手段と、を備え、前記被収容物には、前記第１の電気的接続線
と、前記第２の電気的接続線と、１又は複数の他の電気的接続線とが接続され、前記電気
的接続線の内の少なくとも前記第１の電気的接続線および前記第２の電気的接続線が前記
被収容物に接続され、少なくとも１の前記他の電気的接続線が非接続とされた状態におい
て、前記操作手段の操作に関する情報が報知可能に構成され、前記収容体は、前記遊技機
の前面視において前記所定の枠部材に前記操作手段が重ならない位置まで前記所定の枠部
材に対して相対変位可能とされ、前記報知手段は、少なくとも２種以上の態様で報知可能
に構成され、前記第１の電気的接続線、前記第２の電気的接続線、及び、前記他の電気的
接続線が前記被収容物に接続される状態において、遊技に関する情報が報知可能に構成さ
れる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
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　請求項１記載の遊技機によれば、操作手段を好適に操作できる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１７１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１７１２】
　遊技機Ａ１からＡ１１、Ｂ１からＢ８、Ｃ１からＣ１０、Ｄ１からＤ８、Ｅ１からＥ６
、Ｆ１からＦ１０、Ｇ０からＧ５、Ｈ１からＨ６、Ｉ０からＩ３、Ｊ０からＪ５、Ｋ１か
らＫ１０、Ｌ０、Ｍ１からＭ１９、Ｎ１からＮ１１、Ｏ１からＯ８、Ｐ１からＰ５、Ｑ１
からＱ４及びＲ１からＲ４のいずれかにおいて、前記遊技機はパチンコ遊技機とスロット
マシンとを融合させたものであることを特徴とする遊技機Ｘ３。中でも、融合させた遊技
機の基本構成としては、「複数の識別情報からなる識別情報列を動的表示した後に識別情
報を確定表示する可変表示手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起
因して識別情報の変動が開始され、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に起
因して、或いは、所定時間経過することにより、識別情報の動的表示が停止され、その停
止時の確定識別情報が特定識別情報であることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊
技状態を発生させる特別遊技状態発生手段とを備え、遊技媒体として球を使用すると共に
、前記識別情報の動的表示の開始に際しては所定数の球を必要とし、特別遊技状態の発生
に際しては多くの球が払い出されるように構成されている遊技機」となる。
　＜その他＞
　遊技領域が前面に構成されるベース板の背面側にＬＥＤ等の発光手段を有する電飾基板
が配置され、その電飾基板の板面とベース板の板面とがほぼ平行に配置される遊技機があ
る（例えば、特許文献１：特開２００６－３３３８８７号公報）。
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、所定基板の演出効果に改善の余地があると
いう問題点があった。本技術的思想は、上記例示した問題点を解決するためになされたも
のであり、所定基板の演出効果を向上させることができる遊技機を提供することを目的と
する。
　＜手段＞
　この目的を達成するために技術的思想１の遊技機は、発光手段を備える所定基板と、所
定方向視において前記所定基板の少なくとも一部の手前側に配置される被配置手段と、を
備え、前記所定基板は、前記所定方向視で視認される面積が、前記発光手段から照射され
る光が視認される面積に比較して小さくなるように配置される。
　技術的思想２の遊技機は、技術的思想１記載の遊技機において、前記被配置手段は、前
記所定基板の両面側に配置され前記発光手段から照射される光の進行方向を変化させる複
数の方向変化手段を備え、前記複数の方向変化手段の間に、その方向変化手段に比較して
光透過率が低い低透過手段が配設され、所定方向視において、前記所定基板は、少なくと
も一部が前記低透過手段の内側に配置される。
　技術的思想３の遊技機は、技術的思想２記載の遊技機において、前記低透過手段は、所
定の模様や図形の形状を構成する形状部の少なくとも一部である。
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　＜効果＞
　技術的思想１記載の遊技機によれば、所定基板の演出効果を向上させることができる。
　技術的思想２記載の遊技機によれば、技術的思想１記載の遊技機の奏する効果に加え、
所定基板を効果的に隠すことができる。
　技術的思想３記載の遊技機によれば、技術的思想２記載の遊技機の奏する効果に加え、
低透過手段の配置の違和感を低減することができる。
　＜符号＞
１０　　　　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
１３　　　　　　　　　　　　　遊技盤（領域構成手段の一部）
１８　　　　　　　　　　　　　ヒンジ（支持軸の一部）
１９　　　　　　　　　　　　　ヒンジ（支持軸の一部）
６５ａ　　　　　　　　　　　　特定入賞口（利益付与手段の一部）
８１　　　　　　　　　　　　　第３図柄表示装置（注目手段の一部、表示手段）
８６　　　　　　　　　　　　　センターフレーム（枠手段）
１５０　　　　　　　　　　　　球流下ユニット（流下手段の一部）
１５２　　　　　　　　　　　　第１受入流路（第１構成部、第２構成部）
１５３　　　　　　　　　　　　第２受入流路部材（第２構成部）
１５４　　　　　　　　　　　　突条部（減速手段の一部）
１６１　　　　　　　　　　　　導光板（注目手段の一部）
１６６　　　　　　　　　　　　横置き基板ユニット（所定基板）
１７０　　　　　　　　　　　　装飾手段（被配置手段）
１７１ａ　　　　　　　　　　　横長溝部（低透過手段）
１７１ｂ　　　　　　　　　　　反射形状部（方向変化手段）
１８０　　　　　　　　　　　　変位規制装置（制限手段）
１８１　　　　　　　　　　　　当接部材（案内手段の一部）
１８１ｂ　　　　　　　　　　　筒状保持部（案内手段の一部）
１８３　　　　　　　　　　　　操作部材（操作部）
１８３ｆ　　　　　　　　　　　係合部
１８４　　　　　　　　　　　　コイルスプリング（付勢手段）
２２１　　　　　　　　　　　　ＭＰＵ（防止報知手段）
３１０　　　　　　　　　　　　区画部材（補助手段の一部、案内手段、箱状手段）
３１２　　　　　　　　　　　　湾曲板部（第１案内部）
３１４　　　　　　　　　　　　背面区画下部（第２案内部）
３１５　　　　　　　　　　　　異形貫通部（開放部）
３２０　　　　　　　　　　　　粒状部材（変位手段の一部、配置手段の一部）
３６２　　　　　　　　　　　　軸部（規制部）
４１０　　　　　　　　　　　　直動部材（変位手段の一部、第２部材）
４１３　　　　　　　　　　　　台形突設部（第２当接部）
４１４　　　　　　　　　　　　突条部（第２対象部）
４２０　　　　　　　　　　　　衝突部材（作用手段の一部、当接手段、第１手段）
４２４　　　　　　　　　　　　緩衝部材（第２当接部）
４３０　　　　　　　　　　　　当接部材（変位手段の一部、第１部材、規制手段）
４３２　　　　　　　　　　　　突設部（第１対象部）
４４０　　　　　　　　　　　　前側伝達部材（伝達手段の一部）
４４２　　　　　　　　　　　　溝形成部（第２伝達部、判別関与手段）
４４６　　　　　　　　　　　　伝達突部（第１伝達部、当接部）
４７０　　　　　　　　　　　　伝達アーム部材（伝達手段）
４８０　　　　　　　　　　　　蓋部材（作用手段の一部、当接手段、進退手段）
４８２　　　　　　　　　　　　張出部（代表先端部）
４８９ａ　　　　　　　　　　　第１当接面（当接面）
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４８９ｂ　　　　　　　　　　　第２当接面（当接面）
４８９ｃ　　　　　　　　　　　第３当接面（当接面）
５１０　　　　　　　　　　　　背面ケース（領域構成手段の一部）
６３０　　　　　　　　　　　　下アーム部材（作用手段の一部）
６３３　　　　　　　　　　　　支持孔（主支持手段）
６３４　　　　　　　　　　　　円弧状孔（補助支持手段、案内手段）
７００　　　　　　　　　　　　演出部材（変位手段）
７３０　　　　　　　　　　　　回転板（負荷発生手段、変位発生手段）
７４０　　　　　　　　　　　　伸縮変位部材（第１部材の一部、第２部材の一部）
７４３ｂ　　　　　　　　　　　第１被案内突部（第１被負荷部）
７４４ｂ　　　　　　　　　　　第２被案内突部（第２被負荷部）
７６０　　　　　　　　　　　　遮蔽意匠部材（第１部材の一部、第２部材の一部）
８２０　　　　　　　　　　　　縦スライド部材（変位手段の一部）
８４０　　　　　　　　　　　　横スライド部材（変位手段の一部）
８７０　　　　　　　　　　　　長尺アーム部材（電気配線変位手段）
８８２ａ　　　　　　　　　　　壁部（停留手段の一部）
８８６　　　　　　　　　　　　案内凹部（対応変化手段）
８８７　　　　　　　　　　　　円柱突設部（停留手段の一部）
ＤＫ２　　　　　　　　　　　　電気配線
ＤＫ２ｂ　　　　　　　　　　　下側巻き部（第２所定部）
ＬＭ１　　　　　　　　　　　　中間流路（流下手段の一部、第１構成部）
ＭＴ１　　　　　　　　　　　　駆動モータ（駆動手段）
ＩＥ１　　　　　　　　　　　　内部空間（範囲）
ＳＣ４　　　　　　　　　　　　検出センサ（検出手段）
ＳＰ１　　　　　　　　　　　　コイルスプリング（負荷発生手段の一部、付勢手段）
Ａ１０，Ａ３０１０，Ａ４０１０　パチンコ機（遊技機）
１１　　　　　　　　　　　　　外枠
１２　　　　　　　　　　　　　内枠（ベース体）
１８　　　　　　　　　　　　　ヒンジ（回転軸）
Ａ１００，Ａ２１００，Ａ３１００，Ａ４１００　基板ボックス（収容体）
Ａ１１０　　　　　　　　　　　主制御装置（対象物）
Ａ１１９　　　　　　　　　　　プリント基板（対象物、制御基板）
Ａ１２０　　　　　　　　　　　スイッチ装置（操作手段）
Ａ１２２　　　　　　　　　　　操作部（操作子）
Ａ１２３ｂ　　　　　　　　　　突部（第１面）
Ａ１３０　　　　　　　　　　　キー装置（操作手段）
Ａ１３３ｂ　　　　　　　　　　突部（受入部）
Ａ１３３ｃ　　　　　　　　　　端部（第１面）
Ａ１４０　　　　　　　　　　　鍵（操作子）
Ａ２００，Ａ３２００　　　　　　ボックスカバー（収容体）
Ａ２０３　　　　　　　　　　　下壁部（立設壁）
Ａ２１０　　　　　　　　　　　操作用壁部（対向部）
Ａ２１１　　　　　　　　　　　第１突条（突条）
Ａ２１２　　　　　　　　　　　　　　　第２突条（突条）
Ａ２２０　　　　　　　　　　　第１接続壁部（接続面）
Ａ２３０　　　　　　　　　　　第２接続壁部（接続面、他の接続面）
Ａ２４０　　　　　　　　　　　第３接続壁部（接続面、他の接続面）
Ａ２５０　　　　　　　　　　　開口
Ａ２６０　　　　　　　　　　　開口
Ａ２７０，Ａ２２７０　　　　　被覆部
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Ａ２７１　　　　　　　　　　　周壁部（被覆部）
Ａ２７１ａ　　　　　　　　　　基部（被覆部）
Ａ２７１ｂ　　　　　　　　　　突部（膨出部）
Ａ２７２，Ａ２２７２　　　　　端面壁部（被覆部、対向部）
Ａ２７２ａ　　　　　　　　　　円環部（対向部）
Ａ２７２ｂ　　　　　　　　　　角形部（対向部）
Ａ２２７３　　　　　　　　　　突条（突部）
Ａ２８０，Ａ２９０　　　　　　立設壁
Ａ２８０ａ，Ａ２９０ａ　　　　テーパ面
Ａ２８１，Ａ２９１　　　　　　第１立設壁（立設壁）
Ａ２８２，Ａ２９２　　　　　　第２立設壁（立設壁）
Ａ２８３，Ａ２９３　　　　　　第３立設壁（立設壁）
Ａ２８４　　　　　　　　　　　第４立設壁（立設壁）
Ａ３００　　　　　　　　　　　ボックスベース（収容体）
Ａ４１０，Ａ４４１０　　　　　回転軸
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１７１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１７１３】
１０　　　　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
８１　　　　　　　　　　　　　第３図柄表示装置（報知手段）
１１３　　　　　　　　　　　　音声ランプ基板（制御手段）
１１５　　　　　　　　　　　　電源装置（電源手段）
１２　　　　　　　　　　　　　内枠（所定の枠部材）
２２６　　　　　　　　　　　　音声出力装置（報知手段）
Ａ１００，Ａ２１００，Ａ３１００　基板ボックス（収容体）
Ａ１１０　　　　　　　　　　　主制御装置（被収容物）
Ａ１２０　　　　　　　　　　　スイッチ装置（操作手段）
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